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学生懸賞論文

私は、コロナ禍がサッカーの試合の
勝率へ与えた影響を研究しました。
700以上のサンプルを収集し、分析
したことは大変でしたが、森田先生
の指導のおかげで、満足のいく論
文を執筆できました。嬉しく思って
います。

金井 祐樹
新型コロナウイルス（無観客試合）
によるチームの勝率への影響
～サッカー欧州５大リーグを対象に～

優秀論文賞

本論文で地方鉄道・JR・地方航空
の3つに別れ研究を行い、最後に一
つの論文にまとめました。今後も地
方公共交通の維持に関して積極的
な姿勢を取り、今回の研究を生かし
て実践的な提言が出来ればと考え
ております。

小熊ゼミナール
鉄道班・ 航空班

地方公共交通の持続可能性分析
～地方鉄道・JR・地方航空を中心に～

優秀論文賞

学生団体で空き家を利用した活動
を行っていた経験から、空き家問題
に興味を持ち、研究テーマとしまし
た。回帰分析を行うためのデータを
集めることに苦労しましたが、自分
なりの結論を導き出せてよかったと
思います。

寳木 慎也

補助金助成制度が空き家率に
及ぼす影響についての実証分析

優秀論文賞

先行研究がほとんどなかったため、
ひたすら資料集めや実地調査を行い
ました。大好きな高崎市の佐野橋につ
いて研究し、最優秀論文賞を受賞でき
ましたこと、誠に光栄に存じます。これ
からも研究に邁進して参ります。

竹吉　鈴
佐野橋が持つ文化的意味と「橋観」

～「佐野の船橋」はどう  　　
　　 「再現」されているのか～

最優秀論文賞

私の関心がある分野で、好奇心を
持って研究ができました。もちろん
行き詰まったこともありましたが、指
導教員に助けられながら完遂できま
した。奨励賞に選出していただき、
大変光栄です。ありがとうございま
した。

内山 直紀

村上市とテーマ化30年の足跡
～地域におけるテーマ化の展開～

奨励論文賞

大学での講義をきっかけに死刑制
度の数値化を思いつき、研究しまし
た。判例を分析するごとに数値化に
一歩踏み出していると実感できたの
が楽しかったです。今後も賞をいた
だいたことを励みに、研究を続けた
いです。

茂木 睦生

死刑制度の公平な運用に向けた
数値化の検討

奨励論文賞

一度はあきらめた助産師へのあこ
がれを、今回の研究に活かすことが
できて嬉しく思います。審査員の方
から指摘された通り、まだまだ検討
できる部分は残っていますので、卒
業までの１年で研究を重ねていきた
いです。

大澤 明日香
自然分娩と日本社会：
「お産の痛み」は

母性性の形成に不可欠か？

奨励論文賞

「受賞のことば」
学生懸賞論文
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高崎経済大学

高崎経済大学地域政策学会
令和5年度 学生懸賞論文募集要項（予定）

1. 趣　　旨

高崎経済大学地域政策学会は、地域政策学部の教員、学生、卒業生等から構成され、会員
による学術研究の成果を発表し、社会に貢献することを目的に活動しております。このたび、
地域政策学部に所属する学部学生の研究活動を推進し、かつ独創性あふれる優れた論文
執筆能力の育成を奨励するため、学生懸賞論文を募集いたします。応募資格等は下記の通
りです。学生の皆さんのご応募を心よりお待ちしております。

2. 応募資格

・ 高崎経済大学地域政策学部に所属する1～ 4年次の学生（研究生は除く）
・ グループによる応募も可

3. テ ー マ

原則自由（各自およびグループの関心にもとづいて自由に設定して構いません）

4. 応募期間
2023年11月下旬予定

5. 応募方法

投稿規程および執筆要領をもとに論文を作成し、下記の必要書類とともに学会事務局
（図書館1階研究支援チーム内）までメールにて提出してください。
＜提出書類＞
・ 論文本体（A4版で、カラーまたは白黒） ........................................................ 1部
・ 論文要旨（A4版400字以内・学会ホームページからダウンロード） .............. 1部
・ 学生懸賞論文応募申請書（学会ホームページからダウンロード） .................. 1部
・ 電子媒体（Wordファイルをメールにて提出） ................................................ 1部

6. 表彰および賞金

最優秀論文賞（１編）：表彰状と賞金5万円
優秀論文賞（若干編）：表彰状と賞金3万円
奨励論文賞（若干編）：表彰状と賞金1万円

7. 論文の審査および審査基準

（論文の審査）
・ 応募論文は、本学会に設置する学生懸賞論文審査委員会において厳正に審査します。
・ 一定の水準に達する論文がない場合は、該当なしとなる場合があります。




